
｢バ イ オ マ ス･ニ ッポ ン｣

2002年!`L月27日､わ が

国｢ニ ッポ ン｣の 将来 にお け

る｢バ イオマス｣の 利活用に関

する総合的施策 として､｢バ イ

オマス･ニ ッポ ン総合 戦略｣

が 閣議決 定 され た｡こ の｢バ

イオマス･ニ ッポ ン｣は､内 閣

府､農 林水産省､文 部科学省､経 済産業 省､国 土交通省､

環境省 の一府五省が 同 じテーブルについて､策 定ア ド

バイザ リー グルー プ と共 に協議 した もので､こ のよ う

な府省横断的な取組み は､わ が 国にお いては画期 的な

ことと言え よう｡筆 者 はそ の策定 ア ドバイザ リー グル

ー プの メンバー に加わ る機会 を頂戴 し､今 年度 はその

推進 ア ドバイザ リー グル ー プのメ ンバー として微 力

なが ら智 恵 を出 し合 う ことのお 手伝 いを させて頂 い

て いる｡

｢バイオマ ス･ニ ッポ ン｣で は､多 種多 様のバイ オマ

ス をそ の発 生起 源 によ って､｢廃 棄 物 系バ イオ マス｣

(=い わ ゆ る有機性 廃棄物)､｢未 利用 バイ オマス｣(農

作物 の非食用部や 間伐材な ど)､｢資 源作物｣(;物 質･

エネル ギー資源 を得 る ことのみ を 目的 と して栽培 さ

れる作物)､｢新 作物｣(=遺 伝子組換 えな どによって生

産性な どを人為的 に改善 した資源 作物)の4つ の グル

ープ に大別 して いる ｡そ して､｢廃 棄 物系バ イオマス｣

の利用 が実用化段 階 に達 す るのが フェーズ1で2005

年頃､｢未 利用バ イオマ ス｣は フェーズ2で2010年 頃､

｢資源 作物｣は フェーズ3で2020年 頃､｢新 作物｣は 実際

に開発･導 入 され ると して もフェーズ4で2050年 頃 と

想定 している｡

そ して､こ の よ うにバイオ マスの利活用 を推進 して

ゆ くための要 となる仕 組み として､筆 者 らは｢バ イオ

マス リファイ ナ リー｣を 提 唱 している｡石 油 を うま く

工夫 して､燃 料 と物質 源 に分配 して 余す ところな く

使 う巧 みな仕組 みが｢オ イル リフ ァイナ リー｣で ある｡

そ こで､バ イオ マス をす べて余す ところな く､う ま く

物質 とエ ネル ギー と して使 う仕組 み を､こ の言 い方

を真似 て｢バ イ オマス リファイ ナ リー｣と 筆 者 らは言

って いる｡す な わちバイ オマス リファイ ナ リーは､再

生可 能資源 で あ るバ イ オマ ス をカス ケー ド･繰 返 し

利用 を も行 って余 す と ころな く物 質 とエ ネルギー と

して利用 す る工業 生産 システムで ある｡さ らに､バ イ

オマス リファイ ナ リー は｢地 域｣単 位 で小規模分 散型

で実施 され る ことにな る｡こ の｢地 域｣の ことを筆者

らは｢バ イオマス タウン｣と 言 って いる｡

化石 資源 の石 油を基盤 と して いる今 日の生産 シス

テムは持続 可能で ない｡す なわ ち､バ イオマ スの利活

用 は21世 紀 の持続 生産 の具現化 に向 けた第1歩 で あ

ろ う｡｢バ イ オマス リフ ァイ ナ リー｣に お ける分離 操

作 の役割 は大 きい.液 体清澄化 技術 も､発 酵産業 は も

とよ り新 エネル ギー､新 材料 といっ た分野 で も新 展

開が期待 されよ う｡



sac､硬 度200､海 淡水)も 人気を集めました｡

出展企業の展示員の方々か らの意見では､東 海地区は

生産工場が多 く､ユ ーザが直接具体的な相談に立ち寄 ら

れたことによ り好評で した｡

去 る2003年4月16日(水)～1<日(金)､名 古屋市 中小企

業新興会館吹上ホール にて､最 新科学機i器展､計 量計測

総合展､名 古屋粉体工業展2003､液 体清澄化技術展2003

のL展 合 同で開催 されました｡

液体清澄化技術展2003の 出展企業は12社24小 問｡又､

カタログ展示にご協 力頂いた企業は11社 で した｡4展 の

合同展示会の相乗効果で多 くの来場者があ り､4月16日

8,922名､17日9,713名､18日10991;名､合 計29,547名

で した｡当 工業会 の ブー スへ の来訪者 も3日 間 を通 し､

223名 とたくさんの見学者があ りました｡

液体清澄化技術展2003を 通 じて 日本液体清澄化技術

工業会の知名度 の向上 に貢献できた と思います｡最 後 に

当展示会の経験 を生かし､新 たな展示会 に向けて当工業

会の発展を推進できればと願っています｡

〈液体清澄化技術展2003実 行委員 ㈱マキノ 長江俊一〉

この度､日 本液体清澄化技術工業会として初めての展示

会｢液 体清澄化技術展2003｣が 成功裡に終了致しました｡

当初の案 は東京での開催 ということで準備･検 討を重

ねてお りま したが､関 連す る技術分野 の粉体工業展が

2003年4月 に名古屋で最新科学機器展､計 量計測総合展

と併催され､㈱ マキ ノの牧野社長 のご尽力により､液 体

清澄化技術展 を同時に開催す ることとな りました｡液 体

清澄化技術展の使用できる小間数 は30小 間｡最 終 的に

ほぼ割 り当て小問数一杯となる出展規模 となりました｡

16日 には､当 工業会会長 大矢晴彦先生よ り基調講演

で｢分 離のサイエンス(液 体清澄化技術の基本的な考え

方)｣を 分か りやす く説明 していただきました｡18日 には､

液体清澄化技術セ ミナーで当工業会代表幹事 松本幹治

先生に｢液 体清澄技術 の現状 と今後 の課題｣と 題 して､基

調講演 をして いただいたの をは じめ､㈱ トーケミ､㈱ ニ

クニ､㈱ マキノの技術セ ミナーでは､た くさんの方々 に

聴講頂き盛況で した｡

今回の展示会は､当 工業会 として も初めてであ り､4展

合 同の相乗効果 と重なったため予想 を上回る来場者 と

なったと考え られます｡当 工業会のブースには目的を持

って見学された方が多 く､水 の飲 み比べ コーナー(硬 度

開催に向け､工 業会内に展示会実行委員会 を編成｡企

画立案､セ ミナー企画､協 会広報ブースの企画等､委 員の

皆様のご努力によ り準備 を進めてまい りました｡準 備期

間中は､展 示会出展の公募､セ ミナー講演の募集並びに

協会 ブース運営内容等会議 を繰 り返 し準備 に当た りま

した｡で きるだけ多 くの会員に展示会のメリッ トを広 げ

る為に､カ タログコーナー を協会ブースに設 けることも



企画されました｡

会期 中は天候 にも恵 まれ､多 数 の来場者が会場 に訪れ

ました｡特 に初めての開催 となった液体清澄化技術展エ

リアには､常 に多 くの来場者が溢れ､熱 気溢れ る情報 の

交流が行われ ました｡協 会ブースに も多数の来場者が

訪れ､液 体清澄化技術の解説､協 会の案内､カ タログコー

ナー資料請求のまとめ等､実 行委員の皆様 は休む問 も無

く対応 されていました｡水 の飲み比べコーナーは好評で､

最後 には用意 した水が足 りな くなる心配 をするほどで

した｡セ ミナーで は､基 調講演か ら具体的な技術 内容 ま

で網羅 した内容に､会 場に入 りきれない程多 くの聴講者

を集めました｡

来場者の構成 は3(代 を中心に20代 か ら50代 までの

年齢層で､第 一線の技術者か ら

管理職､経 営層 まで幅広 い層か

らの来場を得 られました｡ま た､

東海地区企業か らの来場が中心

で したが､全 体の1割 近 い数が

他 のエ リアか らの来場者 で し

た｡会 場では､既 存の顧客層 とは

違った分野のエン ドユーザーと

の接触や､出 展者同士 の横 のビ

ジネスの繋が りも生 まれたと言 う話題 も聞くことがで

きました｡既 存のユーザー層以外の方 々にも液体清澄化

というテ クノロジーを知 っていただけたのは､大 きな成

果だ と言えるのではないでしょうか｡

今回の開催 を通 じて液体清澄化技術 というものが展

示会に直接参加 された方のみならず､新 聞や雑誌な ど多

くの媒体 に取 り上げられ ることによ り､液体清澄化技術

工業会(LFPDの 広報に大いに役立ちました｡

この名古屋での展示会･セ ミナーの成功 を今後の開催

に生か し.継 続強化 し､液 体清澄化技術 の更なる浸透 と

ビジネスの拡大 を目指すことが重要な事だ と思います｡

〈メサゴ･メ ッセフランクフル ト㈱ 国本秀夫〉



世界 中か ら政府 や市民団体 な ど1万 人以上が参加 し､

水に関す る議論をお こなう第3回 世界水 フォー ラムが3

月16日 ～23日 の8日 間､京 都､滋 賀､大 阪の3会 場で開催

され ま した｡こ れは1997年 のマ ラケ シュ(モ ロ ッコ)､

2000年 のハーグ(オ ランダ)に 続いて3回 目で､ア ジアで

は初 の開催であ り､国の内外 にとらわれる ことなく世界

レベルで水問題に対

する意識を高めるこ

とを目指 して実施さ

れてお ります｡そ こ

では世界の水問題に

対する知識や経験を

共有するため各種の

会議が設定され､世

界各地の水 問題 に対す る具体 的な行動 について議論 を

深め､水 問題の解決 に寄与す ることを確認する場 として

大 きく貢献する ことができました｡こ の世界水 フォー ラ

ムは｢フ ォー ラム｣｢閣 僚級会議｣｢水 のフェア｣の3本 柱 に

よって構成 され､こ れ ら3要 素が相互 に影響 を及ぼしあ

うことで､地 域､分 野､立 場を超えた幅の広 い参加を促 し､

中身の濃い議論へ導き､具 体性のある成果 を期待 してお

ります｡

｢フ ォーラム｣で は分野や地域 ごとに水問題をと りま

く様々な課題が数多 くとりあげられ､と くに発展途上国

で深刻化する水汚染や水不足の解決 に向けた議論｢水 供

給､衛 生及び水質汚染｣が 重要なテーマとして挙 げ られ

るなど､積 極的な意見 が論 じられました｡｢閣 僚級会議｣

は､各 国政府 の水 にかかわ る政治家､水 にかかわる国連

機関な どの政策決定段階で重要なポジシ ョンの人々を

集 め会議 を行 い､水 問題の解決 に向けて国際的な提言 を

行 う閣僚宣言が採択 されました｡｢安 全な飲料水 と衛 生｣

｢食料 と農村開発のための水｣｢水 質汚濁防止 と生態系の

保全｣｢災 害軽減 と危機管理｣｢水 資源管理 と便益 の共有｣

の5テ ーマか ら､各 国に目標達成 に向けた戦略 を策定す

るよう呼び掛けられ､扇 千景国土交通大臣によ り水問題

に対す る国際貢献策 をま とめた｢水 行動集｣が 発表 され

ました｡そ して弊社 も参加 した｢水 に関するフェア｣で は､

水にかかわる展示会､展 覧会等 の多種多様 な取 り組みを

通 して､水 を理解 し水 を感 じる ことで人々の水への関心

を高め るネ ッ トワー クづ く りの場が提供 され､参 加企

業･団 体:526社 のもと来場者098,41'人 という大規模

な フェアとな りま した｡最 後 に 日本 レベルでな く世界

が水について論議す る有意義な フォー ラムを日本で実

施できた ことは非常に意味のあることであ り､今後の成

果に期待 したいと思 います｡〈 ㈱ トーケミ 細谷卓也〉

去る6月5日(木)､会 員交流会が26社､約30名 の参加を

得て横浜国立大学にて開催された｡交 流会に先立ち東洋

スクリー ン工業㈱ の廣濱武雄社長より｢循環型社会にお

ける企業のサステイナブル とは｣と い うテーマで約1時

間余お話 をお聞き した｡廣 濱社長の話題 はかな り広範囲

に渡 りH型 鋼材が普及する前後の話か ら始ま り趣 味の

家庭菜園を通 じて得 る体験 という事の大切さ､少 年時代

の益子での思 い出か ら自ら物を作る事へ の想いなど､又､

ゼネ コン問題では建設投資､業

者数､就 業者数な どの推移 をグ

ラフ資料 にて説明 し､現 状にお

ける不合理性 を指摘 した｡こ う

した豊富な個々の話題 を掘 り下

げていけばあと数時間は必要で

あろう と思われたが､語 られた

内容 の骨子 は､物 創 りの大切さ

や 生活 の基本 とな る良い物(そ

れがた とえ古いものであろうと)は積極的に認めたうえ

で必要な改革 を考 えるべきだという事 であった と思 う｡

is時 よ り行われ た講演は質疑応答を含め､17時30分 に

終了 した｡そ の後会場 を国大 内｢き ゃら亭｣に 移 し､松 本

代表幹事の挨拶､川 島理事(メ ルテ ックス㈱)の 乾杯の音

頭で交流会が始まった｡和 気謳々の雰囲気 の中､各 参加

者の 自己紹介が行われ､又､貴 重な情報交換 を行 う事が

出来たと思 っている｡会 員交流会 は会員同士の情報や意

見交換 を行 う場で あり､各委員会組織などで活動 を行 っ

て いる会員 にして も一部の会員 と接触するに留まって

いる｡各 委員会同士の交流 も今後企画す ると良いと思っ

ているが｡会 員数が約100社 ともなるとなかなか出会 う

事 が出来 ない人達 も多 い｡人 と人 との出会 いは公私共

に有益 とな るであろう事 を考える と､LFPIが 企画す る

講演会や講 習会､セ ミナーな どに必ず交流会がセ ッ ト

されて いるのもそ うした理 由があると考えて頂きたい｡

今後 とも会員 各位の一層のご協力をお願いす る次第で

す｡〈 広報委員･卜 部兼好〉



⑱本日はお忙しい中､あ りがとうこざいます｡こ のインタビュー企画

も今号で4回 目となります｡今 回はプラント関係の方にという事で

山田さんに登場をお願いした次第です｡始 めに御社は4月 に移転さ

れましたが､そ の動機をお聞かせ下さい｡

山 田1当 社 は森永乳 業の子会社 で､そ の経営方 針のひとつに

各 事業 部 はコミュニケーションや人 のローテーションの 関係 で

一つ のフラットな平面 に置か ないといけないという考えがありま

す｡当 社 は4事 業部ありますが､前 のビルが5階 建てで､各 事 業

部が 分散 して経 営者 が全体 を見 られない状 態でした｡そ れで

場所 を探 していたのですが､た またま森 永乳業 の自社ビルのt

階 が空いたわけです｡

癖 社内の連絡がよくなったとか､当初の目的は達成さ'れましたか｡

山 田=今 まで各 階にあった管理の共通 部 門などを一箇 所に集

めて合 理化しまして､徐 々にです が変化 に対 応 しやすい組織

そのためにはまずセクショナリズムを無 くして行 こうと｡社 内はロ

ータスを使ったランが引いてあって､各 事業部のコミュニケーショ

ンはそれを使 ってやるのですが､や はり仕事 はoFacetoFace

でや らなくてはいけないわけです｡

⑱ それは大切ですね｡さ て､山 田さんはLFPIに 参加したのは97年

からですか｡

山田1当 時技術 開発 部におりまして､そ の前に化 学工学会のバ

イオセパレーションの分科会(BSE)､バ イオやファインケミカルを

対象としたものに3年 くらい参加 しました｡当 時､松 本先 生がそ

の幹事で､そ の時にミリポアやファルマシアの 入などが参加 して

いて､僕は食晶だからアウトサイダーだったのですが､牛乳中の

成分を分画して機能性食品をやっていかなくてはいけない時代

になるから､そういうダウンストリームというか原料から精製までの

ファインケミカル的なものを勉強しようと思って参加したわけです｡

それからLFPIが 設立された時､松 本先生に声をかけられて参

加したというのがいきさつですね｡ニ ュースレターの1号 の編集

責任者が私で､唯一それだけが貢献した事になってしまいまし

た｡そ れが出たのが98年L月 で､鐙月からプラント事業部に移る

ことになりました｡そ こはお金を稼がなくてはいけない事業部で､

LFP1の 仕事ができなくなるから､広報委員を弊社の高瀬さんに

お願いした訳です｡

櫓委員を離れて一会員から見た工業会に対して今日どのような印

象を持たれているでしょうか｡

山田:僕 が在籍したのは創成期の1年半くらいですが､会 報を

みる限りでは幅が広がってきているし､発展しているという気は

しています｡い ろいろなセミナーも定期的にやられるからけっこう

大変かなと思います｡BSEの 時､いつも松本先生から宿一題を与

えられました｡牛 の血液からSQLを 抽出するプロセスの技術と

か経済性とかをチームで各自文献など調べて､ひとつのプロセ

ス体系を作るという一一連の流れを松本先生から丁寧にフォロー

して頂いたのですが､そういう精神が今の1:FP夏の中でもかなり

息づいていて､それが大きなドライビングフォースになっているの

で､そういうものを会全体でどう発展させるか｡そ れは分科会ご

とにドライビングフォースになる人がいなければならないわけで､

これからはそういう核になる人を増やしていけば､良い組織にな

っていくのではないかと思います｡

轡会では常に何かを提案して見学会･講演会 実習などを実施して

います｡社内教育の一環として横浜国大で実施している墓礎講座､

実験講座などを利用してもらう事も良いし､講演会なども会員が望

むテーマを企画する姿勢でおりますから｡

山田:松 本先生が種をまいて分科会ごとに核を作っていって､そ

れをしっかりやっていけば発展していくし､強いて言えば若い入

をそういうところに早く出していったらいいと思いますね｡

轡次にエンジニアリング会社についてお聞きしたいのですが､森永

エンジさんは今4事業部(プラント､環境､住宅環境､機能水)ありますが､

それぞれについてこ説明頂けますか｡

山田:従 来3事 業部だったのですが､去 年の4月に機能水事業

部というのができて､私 がそこの責任 者です｡会 社ができて30

年以上で.:つ の事業部もその時期からやっています｡環 境事

業部というのは食品会社の排水処理を主体的にやってきて.今

までに全国に1500箇 所くらいの排水処理施設を納めて､.森永グ

ループ以外の食晶会社への販促活動もしています｡プ ラント事

業部というのは食晶会社の内部の設備とかユーティリティ含む

工場一式をやっていて､森永グループが現在7割 くらいですね｡



環境事業部は8割 くらいが外部です｡

轡プラントの仕事は現在お忙しいのですか｡

山田1森 永の工場のリニューアルなどがありますから､けっこう忙

しいですね｡森 永グループのウエイトが大きいために｡安定して

いますね｡もう一つ住宅環境事業部というのは北欧の住宅の暖

房器具を輸入しまして､いわゆる寒冷地向けのパネル式のラジ

エータを販売する｡それとビルとかの通気弁と言って､トイレとか

で流すと排気するシステムで､これも輸入して日本のスタイルに

合うように改造して建築基準法にあった許可をもらって販売する

ということをやっています｡

轡森永エンジというと食品のイメージが強いので住宅というと意外

に思いますが｡

山購3⑪ 年以上ですよ｡高気密高断熱住宅になって非常に熱

ロスが小さいからこういう穏やかな暖房はほストも安くて快適で

すね｡北 海道でのシェアは4x9以 上｡帽 中つけ放しにしてサー

モスタットで制御します｡あ と東北とか､別荘地とか､すべてこれ

は森永グループ以外の仕事で､今では我が社の収益源になって

います｡

轡山田さんのおられる機能水事業部の事をお聞かせ下さい｡

山購 一つはROの 膜技術です｡食 品工場の飲料向けの原料

水を精製して作る事です｡もう一つの大きな柱は､ピュアスター

です｡ピュァスターは､塩酸を加えた水を電気分解して｡殺菌力

のある次亜塩素酸を安く作る装置です｡去 年から事業部にし

たのですが､昨年の6月に幸い厚生省が食品添加物としての殺

菌料として認めてくれました｡

癖ROの 技術は?

山田=ROは アメリカのオスモニック社を通じてデサリの膜を輸入

し､当社でアセンブルして､森永グループや食晶会社に販売して

います｡今 は電解水に非常に力を入れて､食 品工場をこの水で

殺菌するということです｡毎 年150%以 上の伸びを示していて､

事業部の柱として考えています｡

轡いろいろ品揃えがあるということは､近年の不況に対処する方策

としても良い方向と言えるのではないでしょうか｡

山田:す べての事業部が黒字というのはあり得ないので､新しい

事業は最初マイナスだが会社全体でプラスに補って､古い事業

が衰退していくと新しい事業が伸びて行き､入れ替わるというも

のが一つくらいないと生き延びて行かれなくなります｡会 社ベー

スが1◎⑪入くらいなので､ひとつの事業で20億 くらいに携わりなが

ら､専門性が高い､競争がない､そういうテーマに向かって､それ

ぞれが伸びていく｡

燈人が目を付けないところで商売していくというのは一つのポイ

ントですね｡そういう商売を見つけるというのがかなり難しいので

すが｡

山田1決断して水面上に出るまでかなり時間がかかります｡高 級

なことをやるわけでもないが､そういうことをやっているとポテンシ

ャルみたいなものが見えてくる｡

轡同じものでもアプリケーションの考え方を変えてみると思わぬ潜

在的なマーケットに出会うということが考えられますね｡

山醗 まさにこの微酸性電解水は､アプリケーションの輻は凄く

広いのですよ｡我々は食晶というところからきたのですが｡いろい

ろなことをやり始めてみると農業分野､医 療や介護の分野とか､

特に伝染病や感染症､こういうものにみんな危機感があるので､

家の衛生管理をそれで代替えしていこうと｡最初食晶をターゲッ

トに考えていたのですが､ゆくゆくは農業分野で農薬の代りに使

えば農家の入にも体に良いわけです｡抗 生物質ですと追いかけ

っこになるが塩素系だとそれが無いのが特長です｡何 年後かわ

からないが､日本の社会が環境に優しいだとか､感 染症の世界

的な流行の恐れの中で伝染を防止するという､身近な家庭でそ

れぞれがやるということになるので､最終的には家庭用になると

思っているのですが…｡

輪話を工業会に戻しますが､会に対する希望は何かこざいますか｡

山田1もっと私も参加しなければいけないのですが､会 は積極的

に活動を行っていると思います｡い ずれ私も会社を辞める訳で

すが､個 人会員としてそれまで培った技術をLF:Pと いう組織を

通じて生かせれば良いと思います｡工 業会に協力してきた人で

定年後にその入の能力を活用することも考えてみたらどうかと思

います｡

轡 おっしゃる通りで､最 近新たに青年会を発足してLFP吃 担ってい

く次世代の方々に提案や企画をお願いしておりますが､そ の対極と

して会社を退職された方の経験や知識をさらに社会に生かしてい

く事もLFPIで 今後考えていく大JLな 課題であると思っております｡

もっとお話しをお聞きしたいのですが､紙 面にも限りもこざいます

ので本日のインタビューは終了したいと考えます｡あ りがとうこ:ざ

いました｡〈 インタビュー&文 責､広 報委員 ト部兼好 〉

山田佑一氏の賂歴1943年7月､神 奈川県生まれ｡19673{､東 北大学

工学部化学工学科を卒業後､同年4月 森永乳業(株)に 入社､19774年 より

森永工ンジニアリング(株)勤 務となり､現在､機能水事業部常務取締役部長｡



前回LFPINewsLetterNO.21に 報告された後の活動経

過 とこれか らの活動について述べ る｡

① ろ過用語集:約3000語 を収録 したマスターファイル

か ら重要と思われる用語を選定して もらい､そ れを集約

する作業は終了し､現 在それ らの用語の定義(LFPI標 準)

を行 っている途 中である｡か な り作業 は進捗 してお り今

年中には定義付けが終わった ものか らLFPIのHPに 掲載

予定である｡

② プレフィルターのろ過精度試験法検討WG:プ レフィ

ルターのろ過精度(公 称分離径)の 決め方がメンバー企業

によ り異なるため,同 一カー トリッジフィルターを現在

各社で行っている試験法でろ過精度を測定 して もらい､

その比較検討を行 った｡こ れ らの結果の一部は日刊工業

新聞2002年10月21日 な どに報告 した｡こ の成果 をもと

にしてフィルター試験に参加 した5社 が中心 とな り､現

在｢ユ ーザーのためのフィル ターの選定 と使用ガイ ドブ

ック｣の 小冊子を作成中であ り､2002年7月 以来既に6回

のガイ ドブック作成会議 を開催 し､本年度中に完成予定

である｡

③ 純水 中粒子 に関す る清浄度評価検討委員会:LFPI顧

問の向坂先生の問題提起 によ り2002年11月 から半導体

用超純水 中の微粒子測定をJIS法 で定め られている顕微

鏡法に代わ り､微 粒子カウンター(PLC)に よ り行 うこと

が可能か どうかを検討す る委員会 を設立 した｡現 在半導

体製造 メーカー(2社)､プ ラン トメーカー(3社)お よび

PLCメ ーカー(4社)を 中心に測定における問題点 とJIS化

のための草案作成 に必要な項 目の検討 をこれまでに5回

行 ってきた｡関 心のある方は｢ク リー ンテクノロジー｣誌

2003年5月 号(vo1.13,No.)を ご覧下さい｡〈松本 幹治〉

去 る2003年6月10日 か ら13日 までの4日 間､東 京 ビッ

グサイ トにて､『FOOMA2003(国 際食品工業展)』(主催:

社団法人 日本食品機械工業会)が 開催 され ました｡昨 今

問題のSARS(重 症急性呼吸器症候群)対 策 として､一 部

の海外か らの出展の中止や､入 場 口ではサーモセ ンサー

を設置す るな ど物物 しい雰囲気 のなか にも関わ らず､来

場者mi!(万 人以上の賑わいをみせ盛況の内に無事幕 を

開じヨヨ.た.

｢未来に繋がる食の先端技術｣と 銘打たれた今回の展

示会は､550社 を超える企業が参加 し､飲 料 乳製品製造

分野､原 料処理分野､包 装･物流分野､食 肉･水産加工分野､

製菓製 パン分野など食品に関するあらゆる分野か らの

出展があ りました｡ト レン ドとして は､出 展者 プレゼン

テーシ ョンか らも今年は｢HACCP｣､｢ト レーサ ビリティ｣

といった食品の安全衛 生管理に関す るキーワー ドが多

く目につきました｡

弊社 としては4月 に名古屋で開催 された『液体清澄化

技術展2003』 に次 ぐ展示会 ということもあ り､事前の準

備にも余裕 を持 ち参加 しま した｡名 古屋 とは規模の差が

数倍もあったので､フ ィルター関連 メーカーが多数出展

するのだろうと思 っていましたが､実 際は数えるほどだ

ったのが残念 に思 いました｡今 回のよ うな展示会の場で

は､ユ ーザー と直接その場での商談 には結びつ けにくい

のです が､食 品業界へのアピールには十分で あるし､ま

たLFPI会 員同士の交流 の場､情 報交換 の場 として も意

義があると思います｡

食品業界では フィル ターの必要性 は十分認識 されて

いるにも関わ らず､多 数のフィルターメーカーが参加さ

れないのは､フ ィルター という製品自体がユーザー に対

し､シ ステムの中にある一部品 としてのアピールカしか

な いか らなので しょうか｡な らば､ど のよ うに提案する

べきかが今後 を左右すると実感 し､こ れか らに反映させ

たいと思いました｡〈 神奈川機器工業㈱ 粂 慎一〉



このコーナーは名簿順に掲載ずる予定でおり濠すが.新 製品開発がタイムリーな時期にあたる会員企業は優先的に掲

載を検討致 しますので広報委員･富 士フィルター工業(株)ト 部宛こ遵絡 下さい(E一㎡aiⅡ:urabe@fullf搬er｡co｡lp)｡

DPD法 デジタル式残留塩素測定器rMo翻c同O(モ:=勿 コ)｣

〈製品概要>DPD試 薬による吸光光度法の採用により､

試薬を使い分けることで遊離残留塩素と結合残留塩素

を正確 に測定で きます｡表 示 窓は夜

間や暗所で も見やす い赤色LEI表 示

で､防 水構 造､小 型 軽量 設 計な うえ､

ゼ ロ調整や測定 はスイ ッチひとつで

操作 でき､現 場 での測定が容 易です｡

また､遊 離残留塩素測定用 のDPD試

薬(別 売 り)は､液 体試薬 と粉 末試薬

の2種 類か ら選択が可能です｡

〈蒋…長･仕 様>

1赤 色旺D数 字のデジタル表示で夜間や暗所でも測定可能です｡
PC濡 れても安心な生活防水構造でe｡3本 体に内蔵した測定セル

に直接サンプル水を注入するこ:とがでを､操作がシンプルです｡4.

胸ポケットに収まる携帯電話サイズです｡G35鵬 幣×39｡5艶m×

28mn驚,約90グ ラム)5.単4ア ルカリ乾電池r本 で5000回 以上

の測定が可能な省工ネ設計でC｡6ス イッチひとつでゼロ調整と

測定が行え､操作が簡単です｡7.遊離残留塩素測定用の試薬は､液

体試薬と粉末試薬の2種 類を取り揃えています｡ま た､結禽塩素

(全残留塩素)も 専用試薬で測定できます｡

セントラス遠心分離機

〈製品概要〉 精密な打 ち抜き金網 をろ過材 として使い､

ス ラリーか ら固形物(結 晶､繊 維､ビ ーズetc)を 連続的に

分離 脱水する遠心分離機iです｡食 品､化 学､樹 脂､非 鉄金

属工業 のプ ロセス に幅

広 くご利 用頂 いて いま

す｡

豊富 な種類の金網 を

常 に在庫 してい ます の

で､お 客様 のご要求に迅

速 にお応 えする ことが

できます｡

〈蒋長･仕 様 〉

(1ろ 過と固形物脱水･排出が連続的に行われ全翻動無人運転

が可能です｡

(2)接 液部材質としてSUS3裕､SUS3葡La､T{､

他の選択ができます｡

(3)回 転体が横型のため､運転中の監視･点検･保守が容易です｡

(A)処理量の割に機械が:コンパクトで軽量｡

(5)豊 富な金網を常に在庫しています｡処 理目的に合った最適

な金網を選択致します｡

3Mリ キッドフィルターシステム

〈製品概要>3Mリ キッ ドフィルターシステムは様々な

液体 ろ過にお使 いいただけます｡専 用容器(リ キッ ドフ

ィル ターベッセル)に フィルターメデ ィア(リ キ ッドフ

ィルターバ ッグ)を 装着するだけで､よ り簡単 に､よ り精

密 に､よ り経済的 に､そ して環境に優 しく液体 ろ過が出

来 ます｡

〈特 長･仕 様>

3Mリ キ ッドフィルターシステムはバッグ式フィルターなので､交

換が簡便に行えます｡ろ 過液体 やろ過精度により様 々なフィル

ターバッグ､フ ィルターベッセルをご用意 しております｡1C)C､

500シ リーズは10096の ポ リプロピレンを溶かして､ノ ズルか

ら噴射 して作る技術"メ ルトブローン"製 法から作られた､直 径

数マイクロメーターの極細繊維からなる低圧損､高 効率の高性

能フィルターです｡ま た､10(､500シ リーズより粗めなろ過に

は､多 孔質で立体的な三次元構造をもったNPシ リーズが最適

です｡


